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日
米
裁
判
管
轄
法
理
の
比
較
枠
組
み

野

村

美

明

lま

め

じ

（

1
）

（

2）
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
裁
判
管
轄
法
理
に
対
し
て
は
、
日
本
の
学
説
・
実
務
に
お
い
て
二
つ
の
対
応
が
見
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
州

裁
判
管
轄
が
州
と
関
係
の
薄
い
外
国
企
業
に
ま
で
広
く
及
ほ
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
の
裁
判
管
轄
は
日
本
の
そ

れ
と
比
較
し
て
過
剰
だ
と
い
う
主
張
に
つ
な
が
る
傾
向
が
あ
る
。
ふ
た
つ
目
は
、
両
国
の
裁
判
管
轄
法
理
を
比
較
し
て
、
双
方
の
相
違

を
強
調
す
る
方
向
で
あ
る
。
後
者
は
、
日
本
の
裁
判
管
轄
法
理
は
大
陸
法
の
裁
判
管
轄
法
に
近
く
、
米
国
の
裁
判
管
轄
法
理
は
大
陸
法

的
な
裁
判
管
轄
法
と
は
異
な
る
と
い
う
指
摘
に
つ
な
が
り
や
す
い
。

mw 
n
3
 

a告
の
d

に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
米
国
の
裁
判
管
轄
法
理
は
柔
軟
で
実
質
的
な
管
轄
原
因
を
基
礎
と
す
る
と
い
う
見
方
に
な
る
。
こ
臼

（

3
）

）

 

の
よ
う
な
見
方
は
、
最
近
の
日
本
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
特
段
の
事
情
理
論
の
発
展
に
と
も
な
い
、
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
学法大阪

第
一
の
対
応
は
、
二
つ
目
の
対
応
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
日
本
の
裁
判
管
轄
法
は
大
陸
法
的
で
あ
り
、
明
確
で
形
式
的
な
管
轄
原
因

す
な
わ
ち
、
特
段
の
事
情
理
論
を
採
用
し
た
裁
判
管
轄
法
理
は
、
管
轄
原
因
が
圏
内
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
段
の
事
情
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
否
定
す
る
点
で
、
大
陸
法
の
裁
判
管
轄
法
よ
り
も
、
む
し
ろ
英
米
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ

647〔2002.11〕



ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
法
理
に
近
く
な
っ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
米
国
の
裁
判
管
轄
理
論
に
関
す
る
内
在
的
な
分
析
を
通
じ
て
、
日
米
の
裁
判
管
轄
法
が
類
似
の
理
論
構
造
を
有
し
て
い
る

（

4）
 

と
考
え
る
に
至
っ
た
。
こ
の
点
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
法
理
と
の
近
似
を
説
く
見
方
に
賛
成
で
あ
る
。
反
対

に
、
相
違
点
を
強
調
し
て
研
究
お
よ
び
実
務
上
の
注
意
を
促
す
方
法
に
、
と
も
す
れ
ば
単
純
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
抱

（

5）
 

い
て
き
た
。
し
か
し
、

一
般
理
論
に
お
け
る
類
似
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
両
国
の
裁
判
管
轄
法
に
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
相

違
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
来
の
日
米
比
較
の
試
み
に
み
ら
れ
る
相
違
点
と
類
似
点
の
指
摘
に
学
び
つ
つ
、
日
米
の
裁
判

管
轄
法
に
見
ら
れ
る
類
似
点
の
範
囲
と
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

以
下
で
は
、

ア
メ
リ
カ
法
の
内
在
的
分
析
に
基
づ
き
、
日
米
の
管
轄
法
理
の
機
能
的
比
較
を
行
な
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
本
稿
が

目
指
す
の
は
裁
判
管
轄
の
基
本
的
構
造
あ
る
い
は
一
般
理
論
の
比
較
で
あ
り
、
個
別
的
管
轄
ル
l
ル
の
比
較
で
は
な
い
。
個
別
の
裁
判

管
轄
ル
ー
ル
の
比
較
は
、
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
論
述
は
、
ニ
で
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
の
裁
判
権
と
裁
判
管
轄
と
い
う

概
念
を
比
較
し
、
三
で
は
州
法
の
定
め
る
管
轄
原
因
と
合
衆
国
最
高
裁
判
例
法
理
の
関
係
お
よ
び
一
般
管
轄
と
特
別
管
轄
の
概
念
を
明

ら
か
に
し
、
四
で
は
合
衆
国
の
州
の
裁
判
管
轄
と
合
衆
国
自
体
の
裁
判
管
轄
は
ど
う
違
う
か
、
さ
ら
に
五
で
は
ど
の
よ
う
な
事
件
で
裁

判
管
轄
法
理
が
問
題
と
な
る
か
を
検
討
し
、
最
後
に
六
で
日
米
裁
判
管
轄
法
理
の
類
似
点
を
ま
と
め
る
と
い
う
順
序
で
行
な
う
。

裁
判
権
と
裁
判
管
轄

合
衆
国
の
州
裁
判
所
は
、
被
告
に
対
し
て
、
合
衆
国
憲
法
（
修
正
一
四
条
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
）
に
合
致
す
る
よ
う
に
、
裁

判
権
（
］
ロ
江
田
佳

aoロ
）
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
州
の
裁
判
権
行
使
が
合
衆
国
憲
法
に
合
致
す
る
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
能
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
、
州
の
裁
判
権
行
使
の
外
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枠
を
画
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
述
の
日
本
法
と
の
比
較
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
を
日
本
法
の
用
語
で
表
現
す
れ
ば
、
連

邦
最
高
裁
の
判
例
は
、
州
の
裁
判
権
行
使
の
限
界
を
定
め
た
も
の
、
す
な
わ
ち
州
際
裁
判
管
轄
を
決
定
す
る
も
の
と
い
え
る
。

米
国
に
お
い
て
は
、
州
際
的
な
事
件
に
お
い
て
も
国
際
的
な
事
件
に
お
い
て
も
、
州
の
裁
判
管
轄
ル
l
ル
の
基
本
的
枠
組
み
は
同
じ

（

6）
 

で
あ
る
。
た
だ
、
個
別
的
な
理
論
の
レ
ベ
ル
で
は
、
国
際
的
事
案
で
、
連
邦
の
裁
判
管
轄
を
規
定
し
た
明
示
の
規
定
が
な
い
場
合
に
、

（

7）
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
タ
ク
ツ
（

E
C
S包
8
ロ
g
a国
）
理
論
を
採
用
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
基
本
的
に

は
州
際
事
件
に
お
け
る
州
裁
判
管
轄
は
、
国
際
裁
判
管
轄
ル
l
ル
と
同
視
し
て
も
よ
い
。
合
衆
国
対
外
関
係
法
第
三
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

（

8
）
 

ト
第
四
二
一
条
も
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

裁
判
権
と
国
際
裁
判
管
轄
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
有
力
説
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
国
際
裁
判
管
轄
と
は
、
各

国
が
ど
の
よ
う
な
民
事
事
件
に
そ
の
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
か
の
問
題
で
あ
り
、
日
本
法
上
、
裁
判
権
行
使
の
限
界
に
つ
い
て
の
直
接

（

9
）
 

の
規
定
は
な
い
の
で
、
「
土
地
管
轄
（
裁
判
籍
）
に
関
す
る
規
定
か
ら
逆
に
推
知
す
る
外
は
な
い
」
（
逆
推
知
説
）
。
日
本
の
土
地
管
轄

日米裁判管轄法理の比較枠組み

の
総
和
が
裁
判
権
行
使
の
限
界
で
あ
り
、
日
本
に
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
日
本
に
国
際
裁
判
管
轄
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
こ
の
説

（印）

の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
権
と
国
際
裁
判
管
轄
と
の
区
別
は
、
特
段
の
事
情
論
を
採
用
し
た
日
本
の
最
高
裁
判
例
に
よ
っ
て

も

つ
ぎ
の
よ
う
に
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
「
我
が
国
の
民
訴
法
の
規
定
す
る
裁
判
籍
の
い
ず
れ
か
が
我
が
圏
内
に
あ
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、
我
が
国

の
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
事
件
に
つ
き
、
被
告
を
我
が
国
の
裁
判
権
に
服
さ
せ
る
の
が
相
当
で
あ
る
が
、
我
が
国
で
裁
判
を
行
う

こ
と
が
当
事
者
聞
の
公
平
、
裁
判
の
適
正
・
迅
速
を
期
す
る
と
い
う
理
念
に
反
す
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

（日）

我
が
国
の
国
際
裁
判
管
轄
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。
」

以
上
の
よ
う
に
、
米
国
で
は
裁
判
権

G
R百出

a
g）
と
い
う
概
念
は
あ
る
が
、
裁
判
管
轄
と
い
う
概
念
は
な
い
。
し
か
し
、
合
衆

（阪大法学） 52 (3・4-101)649〔2002.11〕



国
最
高
裁
の
判
例
は
、
州
の
裁
判
権
行
使
の
限
界
を
画
す
る
も
の
と
し
て
、
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
ル
l
ル
に
該
当
す
る
。
よ
り
具
体

的
に
は
、
合
衆
国
最
高
裁
の
判
例
法
は
、
外
国
を
含
む
「
州
外
の
被
告
を
州
の
裁
判
権
に
服
さ
せ
る
の
が
相
当
か
ど
う
か
」
、
す
な
わ

ち
州
の
対
人
管
轄
権

Q
m
g
o
Eニ
日
広
島
2
5ロ
）
の
問
題
を
最
終
的
に
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
ル

1
ル

と
同
等
の
機
能
を
果
た
す
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
、
米
国
の
裁
判
管
轄
法
は
ど
の
よ
う
な
構
造
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

米
国
の
州
裁
判
管
轄
ル

l
ル
と
連
邦
最
高
裁
の
判
例
理
論

1 

州
の
ロ
ン
グ
・
ア
l
ム
法
と
連
邦
最
高
裁
の
判
例
理
論

米
国
の
州
の
裁
判
管
轄
ル

l
ル
は
、
第
一
に
州
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
判
例
法
お
よ
び
制
定
法
（
こ
の
種
の
制
定
法
は
一
般
に
「
ロ

ン
グ
・
ア
l
ム
法
」
と
呼
ば
れ
る
）
と
第
二
に
連
邦
憲
法
修
正
一
四
条
の
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
例
と
い

（

ロ

）

（

日

）

ぅ
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
州
の
裁
判
管
轄
ル

l
ル
は
、
原
則
的
に
連
邦
の
裁
判
所
も
拘
束
す
る
。

（は〉

州
の
ロ
ン
グ
・
ア
1
ム
法
に
は
、
①
管
轄
の
基
礎
と
な
る
個
別
の
行
為
を
列
挙
す
る
も
の
と
、
②
裁
判
権
は
連
邦
憲
法
の
制
限
内
で

（

日

）

（

叩

山

）

行
使
で
き
る
も
の
と
す
る
な
ど
と
包
括
的
に
規
定
す
る
も
の
お
よ
び
両
者
の
折
衷
型
が
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
①
型
の
規
定
方
式
を

（

げ

）

（

凶

）

と
っ
て
い
て
も
、
②
型
に
解
釈
す
る
州
が
増
加
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ

l
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
テ
キ
サ

ス
州
は
、
制
定
法
の
規
定
や
そ
の
解
釈
に
よ
っ
て
、

（
日
）

ま
で
及
ぶ
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
裁
判
管
轄
権
を
判
断
す
る
の
に
、
ま
ず
州
の
裁
判
管
轄
規
則
を
み
る
と
い
う
方
法
は

（
初
）

過
去
の
も
の
と
な
り
、
裁
判
管
轄
権
解
釈
の
比
重
は
ま
す
ま
す
デ
ュ
！
・
プ
ロ
セ
ス
要
件
の
解
釈
に
移
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

ロ
ン
グ
・
ア
l
ム
法
に
よ
る
裁
判
管
轄
権
を
合
衆
国
憲
法
が
許
容
す
る
制
限
一
杯

こ
の
こ
と
は
、
連
邦
最
高
裁
の
判
例
が
州
の
裁
判
管
轄
ル

1
ル
の
解
釈
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

州
の
裁
判
権
（
対
人
管
轄
権
）
行
使
の
合
憲
性
は
、
連
邦
最
高
裁
が
発
展
さ
せ
た
次
の
二
段
階
の
基
準
で
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

（阪大法学） 52 (3・4-102)650〔2002.11〕



第
一
に
被
告
と
法
廷
地
と
の
聞
に
「
最
小
限
の
関
連
」
（
邑
巳
B
ロヨ

gロ
sa田
）
が
あ
る
か
、
第
二
に
裁
判
権
行
使
は
合
理
的
か
（
フ

ェ
ア
・
プ
レ
イ
と
実
質
的
正
義
に
合
致
す
る
か
）
で
あ
る
。

2 

州
の
裁
判
管
轄
原
因
｜
｜
一
般
管
轄
と
特
別
管
轄

各
州
で
認
め
ら
れ
て
い
る
裁
判
管
轄
原
因
は
、
日
本
で
い
う
普
通
裁
判
籍
に
あ
た
る
一
般
管
轄
（

mgRmと
R
z
e
a
g）
の
基
礎
と
、

（

幻

）

（

辺

）

の
基
礎
と
に
区
別
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
例
に
と
れ
ば
、
判

特
別
裁
判
籍
に
あ
た
る
特
別
管
轄
（
印
宮
門
店
円
』
呂
田
佳

a
g）

例
法
と
ロ
ン
グ
ア
l
ム
法
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
造
を
と
る
。

① 

一
般
管
轄
の
基
礎

州
内
で
の
継
続
的
事
業
活
動
（
号
E
m
吉田
5
0
8）
（
判
例
法
）

② 

特
別
管
轄
の
基
礎
（
ロ
ン
グ
・
ア
1
ム
法
）

（1
）
（
ア
）
州
内
で
の
取
引
行
為
又
は
（
イ
）
州
内
で
物
品
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
契
約

（2
）
州
内
で
の
不
法
な
行
為

日米裁判管轄法理の比較枠組み

（3
）
州
外
で
の
不
法
な
行
為
に
よ
っ
て
州
内
で
損
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

つ
ぎ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
情
が
あ
る

と
き
。（

ア
）
同
継
続
的
に
取
引
を
す
る
こ
と
、
刷
継
続
的
に
取
引
を
勧
誘
す
る
こ
と
又
は
同
州
内
で
の
物
品
使
用
・
消
費
若
し
く
は
サ
1
ビ

ス
供
給
に
よ
っ
て
相
当
の
利
益
を
得
て
い
る
こ
と

（
イ
）
州
内
で
の
結
果
発
生
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性
が
あ
り
、
か
っ
、
州
際
又
は
国
際
取
引
に
よ
り
相
当
の
利
益
を
得
て
い
る
こ
と

一
般
管
轄
の
基
礎
で
あ
る
色
0
5
m
E
2
5訟
の
考
え
方
は
、
領
域
内
に
お
け
る
被
告
の
所
在
（
胃
2
8
8）
と
い
う
、
裁
判
管
轄
の
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伝
統
的
な
基
礎
の
存
在
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
他
方
、
法
廷
地
に
お
け
る
「
被
告
の
所
在
」
は
、
州
裁
判
権
拡

（幻）

張
の
契
機
と
な
っ
た
連
邦
最
高
裁
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ュ

1
判
決
（
失
業
保
険
料
支
払
請
求
事
件
）
に
よ
っ
て
、
「
最
小
限

の
関
連
」
（
ミ
ニ
マ
ム
・
コ
ン
タ
ク
ツ
一

B
S
S
5
5
8ロ
g
n
g）
と
い
う
基
準
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

被
告
を
対
人
判
決
に
服
せ
し
め
る
た
め
の
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
件
と
は
、
被
告
が
法
廷
地
領
域
内
に
所
在
し
な
い
と
し
て
も
、
当
該
訴
訟

を
維
持
す
る
こ
と
が
『
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
と
実
質
的
正
義
の
伝
統
的
観
念
』
に
反
し
な
い
程
度
の
、
あ
る
最
小
限
の
関
連
（
8
E
S
S
E
E

（

M）
 

g
z
g
n
g
s
a凹
）
が
被
告
と
法
廷
地
の
聞
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
な
の
で
あ
る
。

（お）

パ
！
キ
ン
ズ
事
件
判
決
（
配
当
金
請
求
等
事
件
）
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、

（

お

）

（

幻

）

的
（
印
可
師
同
由
自
由
E
n
g
a
n
oロ江口－
5
5）
な
活
動
が
あ
れ
ば
、
一
般
管
轄
を
認
め
る
。

法
廷
地
に
お
い
て
組
織
的
で
継
続

他
方
、

法
廷
地
で
の
活
動
が
一
般
管
轄
を
基
礎
づ

け
る
に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、
訴
訟
原
因
が
そ
の
活
動
か
ら
生
じ
て
い
る
と
き
に
は
、
特
別
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述

②（
1
）
（
イ
）
（
州
内
で
物
品
を
供
給
す
る
契
約
）
と
同
様
の
州
法
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
た
パ

l
ガ
l
・
キ
ン
グ
事
件
（
損
害
賠
償
・

差
止
め
等
請
求
事
件
）
で
、
最
高
裁
は
、
被
告
が
自
分
の
活
動
を
法
廷
地
の
居
住
者
に
「
意
図
的
に
仕
向
け
」
（
宮
9
2
S忌
可
也

5
2・

色
）
て
お
り
、
訴
訟
が
そ
の
活
動
に
「
起
因
し
て
い
る
か
関
係
し
て
い
る
」
（
包
印
O
O
E
a
R
B
U
S
S）
場
合
に
は
、
特
別
管
轄
権

（お）

の
行
使
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
反
し
な
い
と
判
示
し
た
。

州
の
裁
判
管
轄
原
因
で
あ
る
②
（
1
）
（
イ
）
は
、
「
契
約
義
務
履
行
地
」
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
の
判
例
レ
ベ
ル
で
は
、

被
告
の
活
動
が
法
廷
地
に
「
意
図
的
に
仕
向
け
」
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
は
被
告
が
法
廷
地
で
活
動
す
る
特
権
を
「
意
図
的
に
利
用

し
て
い
る
」
（
宮
G
g
m
E
q
担
当
包
釘
宮
町
民
）
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
契
約
」
の
履
行
に
関
係
し
た
被
告
の
行
為
に
限

ら
ず
、
被
告
が
意
図
的
に
法
廷
地
と
「
最
小
限
の
関
連
」
を
成
立
さ
せ
た
か
ど
う
か
が
、
「
事
前
の
交
渉
経
過
と
意
図
さ
れ
た
結
果
、

契
約
条
項
お
よ
び
当
事
者
の
実
際
の
取
引
経
過
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
の
評
価
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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被
告
の
行
為
が
法
廷
地
に
意
図
的
に
仕
向
け
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
碁
準
は
、
不
法
行
為
や
製
造
物
責
任
事
件
に
お
い
て
も

適
用
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
事
件
（
製
造
物
責
任
訴
訟
）
で
は
、
（
3
）
（
ア
）
例
（
州
外
で

の
不
法
な
行
為
に
よ
る
州
内
で
の
損
害
発
生
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
州
内
で
相
当
の
利
益
を
得
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
と
き
）

と
同
様
の
州
法
の
解
釈
が
問
題
に
な
っ
た
。
最
高
裁
は
、
被
告
が
「
法
廷
地
で
消
費
者
に
購
入
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
し
て
商
品
を
流
通

に
お
い
た
場
合
は
」
裁
判
権
行
使
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
と
は
な
ら
な
い
が
、
消
費
者
が
被
告
の
商
品
を
法
廷
地
に
持
ち
込
ん
だ

（鈎）

場
合
は
、
法
廷
地
と
の
最
小
限
の
関
連
は
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
前
述
1
②
型
の
州
法
が
問
題
と
な
っ
た
ア
サ
ヒ

メ
タ
ル
事
件
（
製
造
物
責
任
訴
訟
）
に
お
い
て
は
、
単
に
商
品
を
流
通
に
置
く
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
被
告
の
行
為
が
意
図
的
に
法
廷

（

ω） 

地
州
に
仕
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
立
場
が
有
力
に
主
張
さ
れ
た
。

州
裁
判
管
轄
ル
1
ル
の
大
枠
を
図
式
的
に
整
理
す
れ
ば
、
ま
ず
①
法
廷
地
に
お
け
る
被
告
の
「
所
在
」
か
ら
発
展
し
た
継
続
的
事
業

活
動
（
色
包
括
吉
田
宮

g
∞
）
を
基
礎
と
す
る
一
般
管
轄
と
、

つ
ぎ
に
②
法
廷
地
に
関
係
し
た
被
告
の
行
為
（
恒
三
）
ま
た
は
行
為
の
集
合

を
基
礎
と
す
る
特
別
管
轄
か
ら
な
る
と
い
え
る
。

日米裁判管轄法理の比較枠組み

四

州
の
裁
判
管
轄
と
合
衆
国
の
裁
判
管
轄

前
述
三
の
よ
う
な
枠
組
み
で
整
理
さ
れ
る
州
の
裁
判
管
轄
ル
l
ル
は
、
州
と
州
ま
た
は
州
と
外
国
の
関
係
で
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
合
衆
国
と
外
国
と
の
関
係
に
お
け
る
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
ル

1
ル
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

合
衆
国
の
対
外
的
な
裁
判
管
轄
権
は
、
連
邦
裁
判
所
が
合
衆
国
の
裁
判
所
と
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
。
州
籍

相
違
事
件
に
お
い
て
そ
の
所
在
州
の
法
を
適
用
す
べ
き
場
合
に
対
し
て
、
連
邦
裁
判
所
が
合
衆
国
の
裁
判
所
と
し
て
裁
判
権
を
行
使
す

一
般
的
に
は
合
衆
国
憲
法
修
正
五
条
の
デ
ュ

i
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
。
し
か
し
、
後
者
の
場
合
の

る
場
合
に
は
、
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よ
う
な
連
邦
問
題
事
件
や
海
事
事
件
（
州
籍
相
違
事
件
で
は
な
い
場
合
）
で
あ
っ
て
も
、
連
邦
裁
判
所
は
、
連
邦
制
定
法
に
特
段
の
定

め
が
な
い
場
合
に
は
、
速
邦
地
裁
の
所
在
す
る
州
法
に
よ
る
送
達
を
認
め
る
（
連
邦
民
事
手
続
規
則
四
条
例

ω））。

連
邦
の
裁
判
管
轄
を
直
接
論
じ
た
最
高
裁
判
例
は
少
な
い
。
州
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
最
高
裁
判
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
州
裁
判
所
の

裁
判
権
行
使
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
キ
1
ト
ン
事
件
（
名
誉
駿
損
損
害
賠
償
請
求
事
件
）
は
州
籍
相
違
事
件
と
し
て
速

邦
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
管
轄
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
連
邦
裁
判
所
が
所
在
す
る
州
（
ニ
ュ

l
ハ
ン
プ
シ

ャ
l
）
の
ロ
ン
グ
・
ア
l
ム
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
合
衆
国
自
体
の
裁
判
管
轄
と
州
の
裁
判
管
轄
と
の
関
係
を
論
じ
た

（お）

数
少
な
い
例
と
し
て
、
オ
ム
ニ
キ
ャ
ピ
タ
ル
事
件
が
あ
る
。

オ
ム
ニ
事
件
で
は
、

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
の
先
物
取
引
に
関
し
て
、
第
三
者
被
告
で
あ
る
英
国
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
に
よ
る
連
邦
商

品
取
引
所
法
（

n
o
g
B
a註
g
刷出一
nv自
唱
〉
nH）
違
反
が
問
題
と
な
り
、
米
国
の
投
資
家
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
投
資
会
社
を
訴
え
、
第

三
者
被
告
ら
が
引
き
込
ま
れ
た
。
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
連
邦
裁
判
所
の
送
達
は
連
邦
制
定
法
に
定
め
が
な
い
限
り
、
そ
の
所
在
州
の
外

に
及
ば
な
い
と
こ
ろ
、
上
記
の
連
邦
法
に
は
私
人
に
よ
る
訴
え
に
関
し
て
の
送
達
規
定
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
ロ
ン

（鈍）

グ
・
ア
1
ム
法
を
利
用
し
て
送
達
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
ロ
ン
グ
・
ア
l
ム
法
は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
に

比
べ
て
よ
り
制
限
的
で
あ
る
か
ら
、
被
告
と
法
廷
地
と
の
聞
に
は
充
分
な
関
連
が
な
く
、
結
局
被
告
に
対
し
て
訴
状
が
送
達
で
き
な
い

の
で
、
裁
判
管
轄
権
も
な
い
と
結
論
し
た
。
オ
ム
ニ
判
決
を
受
け
て
、

九
九

年

連
邦
民
事
手
続
規
則
四
条

新
た

．つ
ぎ
の
よ

う
な
ル

l
ル
が
設
け
ら
れ
た
。

一
九
九
三
年
に
追
加
さ
れ
た
同
規
則
四
条

ωω
日
は
、
召
喚
状
の
送
達
に
つ
い
て
連
邦
の
制
定
法
が
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、
被
告

に
対
す
る
対
人
管
轄
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
連
邦
裁
判
所
の
召
喚
状
の
送
達
は
、
所
在
州
の
外

（お）

に
及
ぶ
こ
と
を
注
意
的
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
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連
邦
民
事
手
続
規
則
第
四
条
制
聞
は
、
オ
ム
ニ
事
件
判
決
に
対
す
る
直
接
の
回
答
で
あ
る
。
同
条
凶
聞
に
よ
れ
ば
、
対
人
管
轄
権
の

行
使
が
合
衆
国
の
憲
法
及
び
法
律
に
合
致
す
る
場
合
に
は
、
連
邦
法
を
理
由
と
す
る
請
求
に
関
し
て
、
召
喚
状
を
送
達
す
る
こ
と
に
よ

（お）

い
ず
れ
の
州
の
裁
判
権
に
も
服
さ
な
い
被
告
に
対
し
て
、
対
人
管
轄
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
条
出
聞
は
、
「
被
告
が
い

っ
て
、

ず
れ
の
州
の
裁
判
権
に
も
服
さ
な
い
と
き
」
と
い
う
要
件
は
科
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
速
邦
裁
判
所
が
州
の
裁
判
管
轄
ル

1
ル
に
頼
ら

ず
、
独
自
に
合
衆
国
の
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ム
ニ
事
件
の

よ
う
な
場
合
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
裁
判
権
は
被
告
に
及
ば
ず
、
「
被
告
が
い
ず
れ
の
州
の
裁
判
権
に
も
服
さ
な
い
と
き
」
と
い
う
消

極
的
要
件
を
充
足
す
る
か
ら
、
連
邦
裁
判
所
は
被
告
に
対
す
る
召
喚
状
の
全
国
的
送
達
に
よ
っ
て
連
邦
の
裁
判
権
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で

（幻）

き
る
。そ
れ
で
は
、
州
籍
相
違
事
件
以
外
の
事
件
に
お
け
る
連
邦
裁
判
所
が
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
五
条
の
も
と
で
適
用
す
べ
き
裁
判
管
轄

理
論
は
、
修
正
第
一
四
条
の
も
と
で
の
州
裁
判
管
轄
理
論
と
は
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
召
喚
状
が
州
外
に
送
達
さ
れ
る
場
合

日米裁判管轄法理の比較枠組み

に
は
、
被
告
と
連
邦
裁
判
所
所
在
州
と
の
関
連
（
ミ
－
一
マ
ム
・
コ
ン
タ
ク
ツ
）
で
は
な
く
、
被
告
と
合
衆
国
全
体
と
の
関
連
（
ナ
シ
ョ

（お）

ナ
ル
・
コ
ン
タ
ク
ツ
）
が
問
題
と
な
る
。

州
裁
判
管
轄
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
こ
段
階
テ
ス
ト
は
、
第
一
段
階
が
最
小
限
の
関
連
の
存
否
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
段
階

が
合
理
性
ま
た
は
フ
ェ
ア
ネ
ス
の
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
タ
ク
ツ
理
論
を
採
用
す
る
裁
判
例
の
中
で
も
、
第
一
段
階

の
被
告
と
合
衆
国
と
の
関
連
さ
え
あ
れ
ば
修
正
第
五
条
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
は
満
足
さ
れ
る
と
い
う
立
場
と
、
第
二
段
階
の
合
理
性

（鈎）

ま
た
は
フ
ェ
ア
ネ
ス
・
テ
ス
ト
も
必
要
だ
と
い
う
立
場
が
対
立
し
て
い
る
。

一
段
階
説
（
純
粋
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
タ
ク
ツ
理
論
）
は
、
証
券
関
係
法
や
反
ト
ラ
ス
ト
法
な
ど
連
邦
の
公
共
政
策
遂
行
が
強
く

求
め
ら
れ
る
分
野
で
、
事
件
に
合
衆
国
法
の
適
用
が
あ
る
の
に
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
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る
。
つ
ま
り
、
連
邦
と
州
と
の
関
係
で
は
連
邦
裁
判
所
に
「
事
項
管
轄
」
が
あ
り
、
ま
た
対
外
的
な
関
係
で
は
、
合
衆
国
に
規
律
管
轄

（

幼

）

（

H
U）

権
ま
た
は
立
法
管
轄
権
が
あ
る
場
合
に
、
裁
判
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
の
公
共
政
策
を
遂
行
す
る
利
益
が
直
接
的
で

（

必

）

は
な
い
よ
う
な
場
合
、
た
と
え
ば
私
法
上
の
請
求
に
関
す
る
海
事
事
件
で
は
、

一
段
階
説
を
採
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
裁
判
例
は
、
修
正
第
五
条
の
フ
ェ
ア
ネ
ス
・
テ
ス
ト
を
行
な
う
際
に
も
、
修
正
第
一
四
条
の
ミ
ニ
マ

（

必

）

ム
・
コ
ン
タ
ク
ツ
理
論
で
用
い
ら
れ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
中
心
に
検
討
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

日
本
法
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
わ
な
ち
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
や
証
券
関
係
法
に
関
す

る
事
件
に
お
い
て
も
、
連
邦
裁
判
所
は
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
場
合
の
基
準
は
、
第
一
に
被
告
と
法
廷

地
（
合
衆
国
）
と
の
間
に
最
小
限
の
関
連
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
そ
の
よ
う
な
関
連
を
根
拠
と
し
て
合
衆
国
の
裁
判

権
を
行
使
す
る
こ
と
が
修
正
五
条
の
デ
ュ

i
・
プ
ロ
セ
ス
に
照
ら
し
て
相
当
か
ど
う
か
で
あ
る
。

五

裁
判
管
轄
と
訴
訟
の
目
的

1 

事
件
の
種
類
を
問
わ
な
い

四
で
見
た
よ
う
に
、
米
国
で
は
連
邦
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
訴
訟
に
お
い
て
も
、
裁
判
管
轄
に
関
す
る
判
断
を
行
な
い
、
被
告
と
合
衆
国

と
の
聞
に
最
小
限
の
関
連
を
要
求
す
る
。
こ
の
点
を
、
日
本
の
最
高
裁
に
お
け
る
ノ
ボ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
l
事
件
と
比
較
し
て
み
よ

（

H
H）
 

ぅ
。
こ
の
事
件
は
、
勧
告
審
決
手
続
で
は
被
審
人
と
さ
れ
な
か
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
法
人
N
社
が
、
裁
判
所
に
そ
の
審
決
の
取
消
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
最
高
裁
が
、
「
本
件
審
決
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
ま
た
は
法
律
上
の
利
益
の
侵
害
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
以
上
」

N
社

（
日
制
）

は
、
「
本
件
審
決
の
取
消
を
訴
求
す
る
原
告
適
格
を
有
し
な
い
」
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
で
取
消
が
求
め
ら
れ
た
勧
告
審
決
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
人
N
社
が
日
本
法
人
と
締
結
し
た
継
続
的
販
売
契
約
に
つ
い
て
、
公
正
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取
引
委
員
会
が
独
占
禁
止
法
六
条
一
項
（
現
行
六
条
）
に
違
反
す
る
と
し
て
、
勧
告
に
応
じ
た
契
約
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
日
本
法
人

（必）

の
み
を
被
審
人
と
し
て
、
該
当
す
る
契
約
条
項
の
削
除
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
（
独
禁
法
四
八
条
三
項
（
現
行
四
八
条
四
項
）
）
。
契
約

の
他
方
当
事
者
で
あ
る
N
社
が
被
審
人
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、

N
者
が
日
本
に
子
会
社
、
支
店
、
営
業
所
等
の
事
業
活
動
の
拠
点
を

持
た
な
い
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
は
公
正
取
引
委
員
会
が
「
対
人
管
轄
」
が
な
い
と
い
う
理
由
の
よ
う
で
あ
る
。

「
対
人
管
轄
権
」

G
R
g
gニ
ロ
門
広
島
2
5ロ
）
と
い
う
用
語
は
、

ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
を
強
く
受
け
た
当
時
の
独
禁
法
実
務
の
考
え

方
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
州
の
対
人
管
轄
権
に
関
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
最
小
限
の
関
連
の
法
理
は
、
被
告
と
法

廷
地
と
の
関
連
が
被
告
を
裁
判
権
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
か
ど
う
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
機
能
を
有
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
現
在
で
は
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
と
同
様
の
機
能
を
果
た
す
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
、
後
述
2
の
「
対
物
管
轄
権
」

と
の
比
較
を
通
じ
て
、
よ
り
機
能
的
に
比
較
し
た
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
国
の
国
家
機
関
は
常
に
自
国
の
「
非
民
事
的
な
」
規
制
法
規
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
行
政
的
・
刑
事

的
な
問
題
領
域
に
お
け
る
国
家
管
轄
権
の
及
び
得
る
限
界
を
一
般
国
際
法
と
の
関
係
で
論
ず
る
際
に
は
、
と
く
に
立
法
管
轄
権
と
裁
判

日米裁判管轄法理の比較枠組み

管
轄
権
を
分
け
て
論
ず
る
意
味
は
な
い
」
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
本
件
事
件
の
よ
う
な
場
合
に
手
続
的
管
轄
権
の
問
題
を
分
け
て
論
ず

る
こ
と
は
英
米
の
対
人
管
轄
的
発
想
で
あ
り
、
わ
が
国
に
こ
れ
を
持
ち
込
む
の
は
適
当
で
な
く
、
「
す
べ
て
を
立
法
管
轄
権
の
問
題
に

（羽）

純
化
し
て
考
え
る
べ
き
」
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
つ
ぎ
の

点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

（閃）

刑
法
に
お
い
て
も
、
そ
の
場
所
的
適
用
範
囲
と
裁
判
権
の
問
題
は
理
論
的
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
最
近
の
刑
事
諸
条
約
も
、
あ
る
行

為
を
犯
罪
と
定
め
そ
れ
に
一
定
の
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
の
裁
判
権
の
設
定

（日）

と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
条
約
の
国
内
的
実
施
に
あ
っ
て
は
、
条
約
の
定
め
る
行
為
を
特
別
法
に
よ
り
犯
罪
化
し
、
裁
判
権
の
設
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（
臼
）

定
義
務
に
つ
い
て
は
刑
法
の
国
外
犯
処
罰
の
規
定
で
対
応
す
る
と
い
う
形
式
が
実
際
的
に
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
法
を
定
立
す

る
権
限
と
裁
判
す
る
権
限
を
理
論
的
に
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

2 

対
人
と
対
物
の
区
別

以
上
で
は
米
国
の
対
人
管
轄
権
に
関
す
る
法
理
が
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
法
理
と
機
能
的
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し

か
し
、
米
国
に
は
「
対
物
管
轄
権
」

P
R
E同
笠
宮
ロ

Z
B
g
R
5
5
B』
同
時
白
色

5
5ロ
）
と
い
う
概
念
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
代
表
的
判
例

を
引
き
な
が
ら
、
米
国
法
に
お
け
る
対
人
管
轄
権
と
対
物
管
轄
権
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
法
に
お
け
る
類
似
概
念
を
探
る
こ
と

に
す
る
。

裁
判
管
轄
に
関
す
る
合
衆
国
最
高
裁
の
判
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
州
外
の
被
告
に
対
す
る
「
債
権
的
」
請
求
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
稿
で
検
討
し
た
州
の
対
人
管
轄
権
に
関
す
る
判
例
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
も
、

日
本
の
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
の
国
際

裁
判
管
轄
事
件
と
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
最
高
裁
が
一
九
七
七
年
に
言
い
渡
し
た
シ
ェ
イ
プ
ァ

i
判
決
（
株
主

代
表
訴
訟
）
は
、
州
内
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
裁
判
管
轄
を
発
生
さ
せ
る
州
の
制
定
法
が
問
題
に
な
っ
た
事
件
で
あ

（
閃
）

り
、
い
わ
ゆ
る
「
準
対
物
訴
訟
」
で
あ
っ
た
。

米
国
で
は
、
か
つ
て
は
、
対
物
管
轄
権
、
準
対
物
管
轄
権
お
よ
び
対
人
管
轄
権
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
異
な
っ
た
基
準
が
用
い
ら

（
口
出
）

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
シ
ェ
イ
プ
ァ

l
判
決
は
、
州
裁
判
所
の
あ
ら
ゆ
る
裁
判
権
の
主
張
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ュ

l
判
決
の

（応〉

「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
と
実
質
的
正
義
の
基
準
」
で
判
断
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
州
に
お
け
る
非
居
住
被
告
に

対
す
る
裁
判
管
轄
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
、
州
内
所
在
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
と
い
う
準
対
物
管
轄
の
ル

1
ル
は
廃
止
さ
れ
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
対
人
管
轄
の
一
般
ル
！
ル
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
シ
ェ
イ
フ
ァ

l
判
決
は
、
州
内
に
お
け
る
財
産
の
所
在
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ェ
イ
プ
ア
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ー
判
決
は
、
本
件
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ュ

1
以
降
の
判
例
理
論
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
て
も
、
従
来
対
物
訴
訟
と
し
て
提
起

（
田
山
）

さ
れ
て
き
た
訴
訟
に
は
影
響
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
は
、
対
物
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
財
産
所
在
地
管
轄
（
民
事
訴
訟
法
五
条
四
号
参
照
）
と
基
本
的
に
は
同

じ
発
想
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
後
者
も
被
告
（
日
本
に
住
所
等
を
有
さ
な
い
者
ま
た
は
住
所
等
が
知
れ
な
い
者
）
で
は
な
く
、

被
告
の
財
産
を
中
心
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
シ
ェ
イ
プ
ァ
l
判
決
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
準
対
物
管
轄
の
考
え
方
は
、

（
閉
山
）

財
産
所
在
地
管
轄
の
う
ち
、
請
求
に
直
接
関
係
の
な
い
被
告
財
産
の
所
在
を
管
轄
原
因
と
す
る
場
合
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
後
者
の
よ
う
な
財
産
所
在
地
管
轄
は
、
被
告
と
法
廷
地
の
関
連
の
評
価
な
し
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

問
題
状
況
も
類
似
し
て
い
る
。

最
後
に
、
伝
統
的
に
は
対
物
管
轄
の
問
題
と
さ
れ
た
離
婚
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

（
四
岨
）

パ
l
ン
ハ
ム
判
決
は
、
連
邦
最
高
裁
が
州
の
非
居
住
者
で
あ
る
被
告
（
夫
）
の
一
時
的
所
在
を
根
拠
と
し
て
、
「
対
人
管
轄
権
」
を

認
め
た
も
の
と
し
て
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
事
案
は
妻
か
ら
夫
に
対
し
て
離
婚
を
求
め
る
事
件
で
あ
っ
た
。

日米裁判管轄法理の比較枠組み

第
一
に
、
離
婚
事
件
そ
の
他
の
身
分
事
件
は
伝
統
的
に
対
物
訴
訟
に
区
分
さ
れ
る
。
離
婚
事
件
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
の
一
方
の
住
所

（
印
）

地
で
あ
る
州
が
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
い
う
ル

1
ル
が
あ
る
。
し
か
も
、
シ
ェ
イ
フ
ァ

1
判
決
は
、
「
た
と
え
ば
、
身
分
に
関
す
る

（

ω） 

フ
ェ
ア
ネ
ス
の
碁
準
に
反
す
る
と
は
い
う
つ
も
り
は
な
い
」
と
断
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

裁
判
を
規
律
す
る
個
別
的
な
ル
！
ル
が
、

て
、
パ
！
ン
ハ
ム
判
決
で
は
、

一
時
的
所
在
に
基
づ
く
裁
判
管
轄
の
場
合
に
も
、
シ
ェ
イ
プ
ァ
！
判
決
が
示
し
た
一
般
原
則
で
判
断
す

（

別

）

べ
き
で
あ
る
と
い
う
プ
レ
ナ
ン
裁
判
官
の
補
足
意
見
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、

一
時
的
所
在
に
よ
っ
て
最
小
限
の
関
連

は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
彼
が
重
視
し
て
き
た
フ
ェ
ア
ネ
ス
や
合
理
性
の
判
断
を
行
う
べ
き
こ
と
に
な
る
。

プ
レ
ナ
ン
裁
判
官
の
論
理
を
貫
く
と
す
れ
ば
、
伝
統
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
夫
婦
の
一
方
の
住
所
地
と
い
う
裁
判
管
轄
原
因
も
、
対
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方
が
そ
こ
に
住
所
も
な
け
れ
ば
一
時
的
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
場
合
を
考
え
る
と
、

一
時
的
所
在
に
基
づ
く
管
轄
権
は
、

nu 
n
U
 

0
4
 

a性学法大阪

人
管
轄
に
関
す
る
同
じ
ミ
ニ
マ
ム
・
コ
ン
タ
ク
ツ
理
論
で
正
当
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（

m
U）
 

伝
統
的
に
認
め
ら
れ
て
は
き
た
が
、
過
剰
管
轄
と
の
批
判
の
強
い
管
轄
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
夫
婦
の
一
方
の
住
所
地
管
轄
は
、
他

一
時
的
所
在
よ
り
も
被
告
に
酷
に
な

り
う
る
。
離
婚
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
日
本
の
最
高
裁
判
例
も
、
夫
婦
の
一
方
の
住
所
地
管
轄
を
認
め
て
は
い
る
が
、
遺
棄
さ
れ
た
場

（
閃
）

合
な
ど
に
限
っ
て
い
る
。
離
婚
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
も
、
日
米
の
差
は
大
き
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
米
国
に
お
け
る
対
物
管
轄
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
分
野
と
し
て
、
相
続
事
件
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
シ
ェ
イ
プ
ァ

l
判

（
“
）
 

決
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
相
続
事
件
は
、
通
常
裁
判
所
に
よ
る
訴
訟
手
続
き
と
遺
産
管
理
に
お
け
る
「
非

（
防
）

訟
的
」
手
続
き
と
が
あ
り
、
両
者
の
事
項
管
轄
お
よ
び
（
国
際
的
）
裁
判
管
轄
を
ど
う
考
え
る
か
な
ど
、
日
本
と
比
較
可
能
な
興
味
深

（
白
山
）

い
論
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
渉
外
的
相
続
訴
訟
事
件
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
公
表
さ
れ
た
判
例
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
対
物
お
よ
び
対
人
管
轄
と
い
う
英
米
法
独
自
の
概
念
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
法
の
国
際
裁
判
管
轄
と
機
能

的
な
差
異
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

_._ 
J、、

わ

お

り

最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
枠
組
み
を
持
つ
米
国
の
裁
判
管
轄
理
論
は
、
日
本
法
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
か
を
簡
単
に

述
べ
て
お
き
た
い
。

（

m山
）

日
本
に
お
け
る
通
説
で
あ
る
管
轄
配
分
説
は
、
民
訴
法
の
土
地
管
轄
の
裁
判
籍
を
、
国
際
的
配
慮
を
加
え
て
柔
軟
に
解
釈
す
る
こ
と

（

mm）
 

に
道
を
ひ
ら
い
た
。
さ
ら
に
、
最
高
裁
判
例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
「
特
段
の
事
情
理
論
」
は
、
具
体
的
事
情
に
関
す
る
総
合
的
判
断



（

ω） 

に
よ
っ
て
、
裁
判
管
轄
の
判
断
が
左
右
さ
れ
う
る
こ
と
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
離
婚
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
最
高
裁
平
成
八
年
六
月
二

四
日
判
決
民
集
五

O
巻
七
号
一
四
五
一
頁
が
、
「
当
事
者
聞
の
公
平
、
裁
判
の
適
正
・
迅
速
を
期
す
る
と
い
う
理
念
に
よ
り
条
理
に
従

（初）

っ
て
決
定
す
る
」
と
の
一
般
原
則
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
と
法
廷
地
と
の
関
連
を
条
理
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
と
い
う
枠

組
み
は
、
条
理
説
へ
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
国
際
裁
判
管
轄
の
一
般
理
論
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
次
の
判
例
は
、
日
本
と
事
件
と
の
関
連
性
が
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
の
一
般
的
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。
ま
ず

最
高
裁
平
成
九
年
一
一
月
一
一
日
判
決
（
預
託
金
請
求
事
件
）
民
集
五
一
巻
一

O
号
四

O
五
五
頁
は
、
「
被
告
が
我
が
国
に
住
所
を
有

し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
我
が
国
と
法
的
関
連
を
有
す
る
事
件
に
つ
い
て
我
が
国
の
国
際
裁
判
管
轄
を
肯
定
す
べ
き
場
合
の
あ
る
こ

と
」
を
認
め
た
。
次
に
最
高
裁
平
成
一
三
年
六
月
八
日
判
決
（
著
作
権
確
認
等
請
求
事
件
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
事
件
）
民
集
五
五
巻
四
号

七
二
七
頁
は
、
被
告
が
我
が
国
に
お
い
で
し
た
行
為
に
よ
り
原
告
の
法
益
に
つ
い
て
損
害
が
生
じ
た
と
の
客
観
的
事
実
関
係
の
よ
う
な

日米裁判管轄法理の比較枠組み

Q
4
 
nu 

no 

が
我
が
国
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
告
の
住
所
そ
の
他
の
要
素
か
ら
離
婚
請
求
と
我
が
国
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
、
ゆ

我
が
国
の
管
轄
を
肯
定
す
べ
き
場
合
」
が
あ
る
と
し
た
N

J

T

qo 

こ
の
よ
う
な
日
本
の
学
説
・
判
例
の
傾
向
は
、
他
に
特
別
の
定
め
が
な
い
限
り
、
土
地
管
轄
規
定
が
国
際
裁
判
管
轄
規
則
の
機
能
を
回

（花）

も
果
た
す
と
す
る
ド
イ
ツ
的
二
重
機
能
説
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
日
本
の
民
訴
法
学
の
有
力
説
で
あ
る
逆
推
知
説
と
も
違
う
。
斡法大阪

「
：
：
：
事
実
関
係
が
存
在
す
る
な
ら
、
通
常
、
被
告
を
本
案
に
つ
き
応
訴
さ
せ
る
こ
と
に
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
、
国
際
社
会
に
お
け

る
裁
判
機
能
の
分
配
の
点
か
ら
み
て
も
、
我
が
国
の
裁
判
権
の
行
使
を
正
当
と
す
る
に
十
分
な
法
的
関
連
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
：
：
：
」
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
前
掲
離
婚
判
決
は
、
被
告
の
住
所
は
国
際
裁
判
管
轄
の
決
定
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
だ
が
、
「
被
告

む
し
ろ
、
州
の
ロ
ン
グ
・
ア
1
ム
法
上
の
管
轄
原
因
が
存
在
し
て
も
、
連
邦
憲
法
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
っ
て
州
の
裁
判
権

行
使
を
制
限
す
る
米
国
の
仕
組
み
に
近
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
国
家
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
裁
判
権
行
使
の
範
囲
を
、
特
段
の
事
情



の
判
断
を
通
じ
た
裁
判
所
の
「
解
釈
」
に
よ
っ
て
縮
減
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
、
管
轄
法
理
に
米
国
法
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ

ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
と
同
様
の
柔
軟
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
日
本
の
特
段
の
事
情
理
論
は
、
特
段
の
事
情
が

認
め
ら
れ
れ
ば
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
否
定
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
が
、
米
国
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス

（花）

の
法
理
は
、
裁
判
権
行
使
が
適
法
な
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
を
差
し
控
え
る
の
で
あ
る
。

（礼）

以
上
の
よ
う
な
日
本
に
お
け
る
最
近
の
学
説
・
判
例
の
傾
向
を
前
提
と
す
る
限
り
、
日
米
の
管
轄
法
理
は
か
な
り
類
似
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
民
訴
法
上
の
①
裁
判
籍
の
判
断
プ
ラ
ス
②
特
段
の
事
情
の
判
断
に
よ
る
日
本
の
最
高
裁
判
例
は
、
合
衆
国
最
高
裁
の
①
最

（花）

小
限
の
関
連
プ
ラ
ス
②
合
理
性
（
フ
ェ
ア
ネ
ス
）
テ
ス
ト
（
二
段
階
テ
ス
ト
）
と
き
わ
め
て
近
い
。
筆
者
自
身
は
、
日
本
の
裁
判
管
轄

法
理
の
解
釈
に
無
批
判
に
外
国
法
の
理
論
を
持
ち
込
む
こ
と
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
国
の
裁
判
権
行
使
の
範
囲
を
、
最
小

限
の
関
連
プ
ラ
ス
合
理
性
（
フ
ェ
ア
ネ
ス
）
テ
ス
ト
で
判
断
す
る
米
国
型
の
枠
組
み
は
、
国
際
裁
判
管
轄
の
問
題
を
訴
訟
要
件
や
特
段

の
事
情
の
レ
ベ
ル
で
考
え
る
の
か
、
憲
法
上
の
基
本
権
と
し
て
考
え
る
べ
き
か
、
日
本
の
裁
判
管
轄
規
則
の
一
般
条
項
を
考
え
る
上
で

重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
ノ
ボ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
1
事
件
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

日
本
に
お

け
る
独
禁
法
事
件
に
お
い
て
日
本
に
住
所
や
営
業
所
を
有
さ
な
い
被
審
人
の
手
続
権
を
ど
の
よ
う
な
制
度
で
保
護
す
る
か
に
も
関
係
す

る
問
題
で
あ
る
。

個
別
の
裁
判
籍
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
の
範
囲
外
で
あ
る
が
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
論
点
は
日
米
の
比
較
法
的
検
討
に
値
す
る
。

す
な
わ
ち
、
三
2
で
み
た
よ
う
な
、
法
廷
地
に
お
け
る
継
続
的
事
業
活
動
（
e
s
m
σ
5
5
2師
）
や
被
告
の
行
為
と
い
う
考
え
方
と
、

日
本
に
お
け
る
被
告
の
営
業
所
所
在
地
（
普
通
裁
判
籍
に
つ
い
て
、
民
訴
四
条
五
項
、
業
務
関
連
訴
訟
に
つ
い
て
、
同
五
条
五
号
）
と

い
う
考
え
方
を
ど
う
調
和
す
る
か
、
独
禁
法
や
証
券
取
引
法
上
の
損
害
賠
償
訴
訟
あ
る
い
は
特
許
権
な
ど
の
知
的
財
産
権
訴
訟
（
特
に

侵
害
訴
訟
）
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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日米裁判管轄法理の比較枠組み

（1
）
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
指
す
の
に
、
文
脈
に
よ
っ
て
、
米
国
や
連
邦
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。

（2
）
米
国
法
に
お
い
て
は
厳
密
な
意
味
で
「
国
際
裁
判
管
轄
」
に
あ
た
る
概
念
は
な
く
、
州
の
非
居
住
者
に
対
し
て
裁
判
権
（
』
同
町
長
住
吉
）

が
行
使
で
き
る
か
ど
う
か
が
直
接
問
題
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
州
裁
判
権
行
使
の
範
囲
を
制
限
す
る
州
法
お
よ
び
連
邦

法
は
、
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
と
同
様
の
機
能
を
果
た
す
の
で
、
米
国
法
理
に
言
及
す
る
と
き
に
も
、
「
裁
判
管
轄
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
い
る
。

（3
）
最
判
平
成
九
年
一
一
月
一
一
日
（
預
託
金
請
求
事
件
）
民
集
五
一
巻
一

O
号
四

O
五
五
頁
は
、
特
段
の
事
情
の
判
断
か
ら
日
本
の
国
際

裁
判
管
轄
を
否
定
し
た
最
初
の
最
高
裁
判
例
で
あ
る
。
野
村
美
明
「
日
本
法
人
が
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
日
本
人
に
対
し
て
契
約
上
の
金
銭
債

務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
に
つ
き
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
が
否
定
さ
れ
た
事
例
」
［
本
件
判
批
］
私
法
判
例
リ
マ
l
ク
ス
一
八
号
一
九
九
九

上
工
ハ

O
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
最
判
平
成
一
三
年
六
月
八
日
民
集
五
五
巻
四
号
七
二
七
頁
（
著
作
権
確
認
等
請
求
事
件
1
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

事
件
）
は
、
特
段
の
事
情
あ
り
と
し
て
管
轄
を
否
定
し
た
原
審
判
決
を
、
特
段
の
事
情
な
し
と
し
て
、
破
棄
し
た
。
松
岡
博
「
著
作
権
存
在

確
認
等
請
求
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
」
［
本
件
判
批
］
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
四
号
平
成
二
二
年
度
重
要
判
例
解
説
三
二
五
頁
以
下
（
二

O
O

二
年
）
、
長
田
真
里
「
国
際
取
引
紛
争
の
解
決
手
続
」
渡
透
憧
之
・
野
村
美
明
編
『
論
点
解
説
国
際
取
引
法
』
法
律
文
化
社
、
二
四
二
頁

以
下
（
二

O
O二
年
）
参
照
。

（4
）
筆
者
の
最
初
の
試
み
は
、
野
村
美
明
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
州
裁
判
管
轄
権
理
論
の
最
近
の
動
向
｜
｜
最
高
裁
判
決
を
中
心
に
し
て

｜
｜
」
阪
大
法
学
一
一
三
号
二
五
頁
以
下
（
一
九
八
二
年
）
で
あ
る
。
松
岡
博
大
阪
大
学
名
誉
教
授
に
は
、
こ
の
テ
l
マ
の
選
択
か
ら
判
例

の
検
討
ま
で
、
多
大
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
松
岡
先
生
の
退
官
記
念
号
に
掲
載
さ
れ
る
本
稿
は
、
米
国
裁
判
管
轄
に
関
す
る
筆
者
の
一

連
の
研
究
の
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
な
る
。
先
生
の
学
恩
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（5
）
も
ち
ろ
ん
、
論
述
の
目
的
お
よ
び
性
質
に
相
応
す
る
単
純
化
を
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。
単
純
化
が
、
分
析
と
比
較
の
不
十
分
さ
を

隠
す
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。

（6
）
野
村
美
明
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
事
件
の
裁
判
管
轄
権
問
題
（
一
）

i
（
四
・
完
）
」
阪
大
法
学
一
二
六
号
九
一
頁
以
下
（
一
九
八

三
年
）
、
一
二
七
号
六
七
頁
以
下
（
一
九
八
三
年
）
、
一
コ
二
号
五
五
頁
以
下
（
一
九
八
四
年
）
、
一
三
二
号
六
五
頁
以
下
（
一
九
八
四
年
）

の
う
ち
、
阪
大
法
学
第
一
三
二
号
八
八
頁
参
照
。

（7
）
国
際
的
な
事
件
に
お
い
て
、
被
告
と
法
廷
地
州
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、
被
告
が
合
衆
国
全
体
と
の
関
連
を
有

（阪大法学） 52 (3・4-115)663〔2002.11〕



す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
州
裁
判
管
轄
を
認
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
第
一
三
二
号
七
五
頁

（
三
）
参
照
。

（8
）
何
回
当
局
開

E
Z
4
（
忌
語
句
）

2
4
E
g自
54
周
囲
〉
司
。

5
E
4
2明
。
自
己
一

zsu苛
再
開
閉
（
H

申
告
）
・
こ
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、

国
家
管
轄
権
の
一
側
面
と
し
て
の
規
律
管
轄
権
、
裁
判
管
轄
権
お
よ
び
執
行
管
轄
権
に
関
す
る
ル
l
ル
を
記
述
し
て
い
る
。
「
第
四
部
管

轄
権
及
び
判
決
」
の
翻
訳
が
、
ア
メ
リ
カ
対
外
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
研
究
会
（
訳
）
「
ア
メ
リ
カ
対
外
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

（1
）
1
（
日
）
」
国
際
法
外
交
雑
誌
八
八
巻
五
号
六
九
頁
以
下
（
一
九
八
九
年
）
か
ら
九
一
巻
二
号
三
六
頁
以
下
（
一
九
九
二
年
）
ま
で
に
連

載
さ
れ
て
い
る
。

（9
）
兼
子
一
『
民
事
訴
訟
法
体
系
』
六
六
頁
（
一
九
五
四
年
）

（
叩
）
裁
判
権
に
関
す
る
「
二
元
論
」
は
、
こ
の
区
別
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
民
事
裁
判
権
に
は
、
第
一
に
外
在
的
・
一
般
国
際
法
的
制

約
と
し
て
主
権
免
除
や
外
交
免
除
の
問
題
が
あ
り
、
第
二
に
内
在
的
・
国
際
民
事
訴
訟
法
的
制
約
と
し
て
国
際
裁
判
管
轄
の
問
題
が
あ
る
と

い
う
と
い
う
。
二
元
論
の
代
表
的
な
見
解
は
、
石
黒
一
憲
『
講
座
民
事
訴
訟
法
②
』
二
七
頁
以
下
（
昭
和
五
九
年
）
、
『
現
代
国
際
私
法
』

二
五
八
頁
以
下
（
一
九
八
六
年
）
、
道
垣
内
正
人
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
（
1
）
』
八
六
貰
以
下
、
八
七
頁
（
一
九
九
一
年
）
に
見
ら
れ
る
。

（
日
）
最
判
平
成
九
年
一
一
月
一
一
日
（
ド
イ
ツ
居
住
日
本
人
に
対
す
る
預
託
金
請
求
事
件
）
民
集
五
一
巻
一

O
号
四
O
五
五
頁
。

（
臼
）
本
稿
三
は
、
野
村
美
明
「
米
国
の
裁
判
管
轄
ル
l
ル
か
ら
み
た
ハ

1
グ
管
轄
判
決
条
約
案
」
『
国
際
私
法
学
会
第
一

O
五
回
大
会
報
告

要
旨
集
』
六
頁
以
下
、
六
1
八
頁
（
二

O
O
一
年
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
臼
）
連
邦
法
が
問
題
と
な
る
事
件
で
制
定
法
に
裁
判
管
轄
ル
l
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
ゃ
、
い
ず
れ
の
州
の
裁
判
管
轄
に
も
服
さ
な
い

場
合
な
ど
に
は
、
連
邦
憲
法
修
正
五
条
に
よ
っ
て
連
邦
の
裁
判
管
轄
ル
1
ル
が
適
用
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
連
邦
民
事
手
続
規
則
、
冒

E
E
F

河口

Fggmuヨ
F
E。
gud包
会
参
照
。

（U
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
民
事
手
続
法
及
び
規
則
、

z・4
・
n・M
M

－
r
m・闇
ω
S・

（
日
）
ア
イ
オ
ワ
州
裁
判
所
規
則
、
問
。
者
hrnH
河－

g－N
・
な
お
、
カ
リ
フ
ォ
リ
ニ
ア
州
民
事
手
続
法
典
、

n
R・
。
。
日
わ
弓
・
司

E
n・
叩
企
。
・

5

は
州
憲
法
の
制
限
に
も
言
及
す
る
。

（
日
）
イ
リ
ノ
イ
州
制
定
法
集
、

F
F－
no冨
》
・
苛
局
・
間
誌
印
戸
わ
ω
m
K
N
1
N
S・

（
口
）
テ
キ
サ
ス
州
民
事
手
続
及
び
救
済
法
典
討
同
・
ゎ
弓
・

2
R－hw
冒
冨
－

E
日
間
口
・
0
昌
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日米裁判管轄法理の比較枠組み

（
四
）
野
村
美
明
「
ア
メ
リ
カ
の
州
裁
判
管
轄
理
論
の
構
造
と
動
向
」
阪
大
法
学
第
四
九
巻
第
三
・
四
号
三
七
七
頁
以
下
（
一
九
九
九
年
）
参

照。
（
四
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、
数
少
な
い
例
外
で
あ
る
。
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ロ
ン
グ
・
ア
1
ム
法
は
、
裁
判
権
を
憲
法
の
許
容
す
る
範
囲

ま
で
拡
張
し
て
い
な
い
。
」
宮
言
。

F
U
B
R
F
a
R
h
w
E括
g
S
4・冨
m
e
a
－同省吉岡

ω一宮
HmSPEn－－
HC
司・

ω居
者
・
民

ω位
（

H
S
S・

8
）

ω
S
B
d言
。
司

hw
冨
EL開
F
冒
E
E
F
E〉
g
g
E
U
2
2
8
5同
臨

H
S申・司・
M
M
g
a－
N
S
S・

（
剖
）
一
般
管
轄
と
特
別
管
轄
の
区
別
は
、
パ
ン
メ
I
レ
ン
お
よ
び
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
共
著
に
よ
る
著
名
な
論
文
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
o

E
E吋・
40ロ
冨

m
v
s
h
w
o
o
s－也、『・
g
g
g
B－
h
S
E
E
S
H
由主
sageh
句ぷ意
E
hミ
ヨ
タ
選
出
馬
〈
・
ド
・
胃
〈
・
ロ

N
H
L
E印

（H
申
g）
・
そ
の
後
、
連
邦
最
高
裁
も
こ
の
区
別
を
採
用
し
た
。
野
村
前
掲
注
（
団
）
三
八
六
頁
参
照
。

（
n）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
民
事
手
続
法
及
び
規
則
、

z・4
・
n・M
M

－
rm・帥
ω
2
1
8日山・

（お）

E
R
E
t
o
g－
ωV8
の
0・L
・
ωSHOO同
当
g
E回想
opωM由
C・
ω・
ωH0・
ω忌
（

H宮町）（
ω
S
S
L・
）
・
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
一
二
六

号
二
九
頁
参
照
。

（
剖
）
結
晶
ロ
・

ω・
ωH0・
ω
5・
8ω
－
n
F
H
g〈
H
E印
）
・
野
村
前
掲
浅
（
4
）
阪
大
法
学
一
二
二
号
二
九
1
三
O
頁
［
1
］
参
照
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ヨ
ナ
ル
・
シ
ュ

l
判
決
で
は
、
こ
の
引
用
に
続
け
て
、
後
に
「
合
理
性
テ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
則
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

コ
ア
ュ
！
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
は
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
特
定
の
訴
訟
に
応
ず
る
よ
う
法
人
に
求
め
る
こ
と
が
、
速
邦
制
と
の
関
連
に
お
い

て
、
合
理
的
（
B
8
8白
F
Z）
だ
と
さ
れ
る
よ
う
な
関
連
を
そ
の
法
人
が
法
廷
州
に
対
し
て
有
し
て
お
れ
ば
満
足
さ
れ
る
。
」

（お）

2
5
2・
岡
宮
宮
四
件
。

050間
宮
色
富
包
括

no－－
ω事
N
C・
ω・
8
叶
（
巴
紹
）
（
回

E
S－
－
）
・
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
一
二
六
号
一

0
0
1
一
O
一
頁
参
照
。

（
部
）
他
に
、
主
主
居
師
－

E
E
m
g－
g
ロ
S
E
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
幻
）
被
告
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
法
を
設
立
準
拠
法
と
し
、
岡
地
で
鉱
山
採
掘
等
を
業
と
す
る
会
社
で
あ
っ
た
。

（
却
）
回
民
宮
町
西
国
向
。
。
弓

o
S
E
E－
何
回
宮
豆

R
ミ
H
C・
ω－
S

L芯
（
冨
毘
）
（
回
S
S
E－
）
・
野
村
前
掲
注
（
国
）
三
八
九
頁
以
下
参
照
。

（
却
）
者
向
置
・
ヨ
e

g－E
5聞
S
E
e－
4・
当
g
a
g
p
企
品
巴
・

ω・
M
g
h当
tNS
（
S
S
X
S
F
b・
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
一
二

六
号
一
一
ム
ハ
1
一
二
四
頁
参
照
。

（
却
）
旨
曲
目
回
目

g
m
E
E
E一時三
U0・・
v
a－－
4・
皆
吉
岡
宮
内

U050店
長
OBS－
F
S
E
E
s
q－怠。
c・
ω・
5NLHH
（
忌
弓
）
（
。
．

n
o
g
R
H）・
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野
村
前
掲
注
（
団
）
三
九
三

i
三
九
八
頁
参
照
。

（
担
）
川
又
良
也
「
米
国
連
邦
裁
判
所
の
外
国
会
社
に
対
す
る
管
轄
権
に
つ
い
て
｜
｜
連
邦
問
題
に
よ
る
場
合
I
｜
」
河
本
・
川
又
・
森
本
編

『
商
事
法
の
解
釈
と
展
望
』
（
上
柳
還
暦
記
念
）
六

O
O頁
以
下
（
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（沼）

z
g
a司
R
a
q
g面
白
田
と
呼
ば
れ
る
。

（
犯
）
。
ヨ
包
の
畳
E
F
S
S色
。
E
E・
同
邑
O
尾
羽
O民同
h
W
E－－
F
E－－怠事
C
・
ω－
s－
HSω
－
n
F
S串（凶器叫）・

（
鈍
）
か
つ
て
あ
る
控
訴
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
考
え
て
み
れ
ば

g
昆
守
R
a
q
ヶ
1
ス
を
扱
う
連
邦
裁
判
所
が
修
正
第
一

四
条
で
州
へ
課
せ
ら
れ
る
制
限
に
服
す
る
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
で
あ
る
。
し
か
し
州
法
を
利
用
し
て
送
達
す
る
の
に
、
州
法
が
連
邦
憲

法
上
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
方
法
で
送
達
す
る
の
も
ま
た
お
か
し
い
。
」
口
会

2
2・
5
明
邑

n
g
s
p
a
s－
宮
・
・
白
鳥
司
・
包

M
g
（一留

の町－

Y
S
E
R虫
色
町
巳
a
・
5Nω
－
P
∞
お
（
同
混
同
）
・

（
部
）
冒
U
開

E
F
何
日
g
S
D
戸
B
o
g
u
g
E申
SBN
。gwucgdozpF開
口
日
。
F
E語
g
n
o
g邑
R
m
m
z
a
g
H
S
ω
E
B宮
8
2・

E
E
E
a
o一
（
宵
）
（

H
S
S・

（
部
）
連
邦
民
事
手
続
規
則
四
条
附
聞
に
つ
い
て
は
、
事
者
自
国
待
喜
包
包
何
回

E
F
E
n
d
B
E
E
S
E自
由

E
S・J
・

2
0
g

（ω
ι
a－
N
S
S参
照
。

（
訂
）
前
掲
注
（
部
）
参
照
。

（
犯
）
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
一
三
二
号
七
五
頁
以
下
参
照
。

（
却
）
ム
言
。
司
hw
喜
‘

E
同
前
掲
注
（
部
）
参
照
。
主
権
免
除
法
に
関
す
る
叶

Jg二
色
白
雪
－

E
S】河
町
宮

E
2
2伺
a
R
F
S
2
2
8

（N品。町－
L
S
H）
は
、
二
段
階
説
を
と
る
。
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
第
一
三
一
号
九
二
頁
以
下
）
。
最
近
で
は
、
同
町
宮
E
n
a
E
H
E
E

4
・
切
の
口
出
o
E回阿国（
F
E
n
s
－ORも・
ω－k
p

－L
E
司・

ω島
田
町
（
口
径
の
町
－

L
S
3
は
二
段
階
説
を
採
用
し
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
R
I

C
O法
（
事
業
へ
の
犯
罪
組
織
等
の
浸
透
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
）
に
基
づ
く
請
求
に
つ
い
て
、
連
邦
の
裁
判
管
轄
を
認
め
た
。

（
却
）
事
項
管
轄
と
規
律
管
轄
の
意
義
お
よ
び
区
別
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
対
外
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
前
掲
注
（
8
）
、
国
際
法
外
交
雑

誌
八
八
巻
五
号
七
三
頁
以
下
訳
注
お
よ
び
七
六
頁
以
下
回
O
一
条
注
釈
を
参
照
。
な
お
、
州
際
事
件
に
お
け
る
州
の
立
法
管
轄
に
つ
い
て
は
、

最
高
裁
の
ハ

l
グ
判
決
に
関
し
て
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
第
一
二
七
号
六
八
頁
以
下
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
担
）
議
会
が
制
定
し
た
法
律
に
基
づ
く
権
限
で
あ
る
。
連
邦
議
会
の
権
限
に
関
す
る
合
衆
国
憲
法
第
一
条
第
八
節
、
い
わ
ゆ
る
対
外
的
、
州
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日米裁判管轄法理の比較枠組み

際
的
「
通
商
条
項
」
参
照
。

（
担
）
ロ
＆
S
2
4・
5
句
邑
8
R刊
の
自
百
回
－
－

E
n－
－
。
宏
司
・
包
話
。
（
位
。
町
・
）
・

8
E
R
E
庶
民
包
－

HSω
－
P
E
N
（凶器
H）
・
阪
大
法
学
第

一
三
一
号
一

O
四
頁
以
下
参
照
。

（
州
制
）
事
者
自
の
司
hw
喜
包
囲
前
掲
注
（

8
2
8∞－
S
・

2
参
照
。

（
組
）
こ
の
事
件
の
そ
も
そ
も
の
原
因
で
あ
る
、
対
外
的
訴
状
送
達
規
定
の
不
備
は
、
二

O
O
一
年
に
な
っ
て
や
っ
と
是
正
さ
れ
る
こ
と
に
な

った。

（
伍
）
最
判
昭
和
五
O
年
一
一
月
二
八
日
民
集
二
九
巻
一

O
一
号
一
五
九
二
頁
。

（
必
）
公
正
取
引
委
員
会
昭
和
四
五
年
一
月
一
一
一
日
勧
告
審
決
・
審
決
集
（
同
）
一
三
四
頁
参
照
。

（
訂
）
根
岸
哲
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
七
四
巻
六
号
一

O
O二
頁
以
下
、
一

O
O四
頁
（
一
九
七
六
年
）
、
菊
地
元
一
「
独
禁
法
第
六
条
と
天

野
製
薬
事
件
」
公
正
取
引
二
三
三
号
一
四
頁
以
下
、
一
五
頁
（
一
九
七
O
年
）
参
照
。

（
組
）
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
第
一
二
六
号
九
五
頁
の
二
お
よ
び
阪
大
法
学
第
一
三
二
号
八
六
頁
参
照
。

（
却
）
石
黒
一
一
憲
『
現
代
国
際
私
法
』
一
九
O
頁
お
よ
び
注
（
6
）
（
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
印
）
団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
（
第
三
版
）
』
八
七
頁
注
（
2
）
（
一
九
九
O
年
）
参
照
。

loy“
 

（
日
）
た
と
え
ば
、
人
質
を
と
る
行
為
に
関
す
る
国
際
条
約
一
条
、
二
条
お
よ
び
五
条
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
の
不
正
取
引
の
防
止
に
関
す
る
捌

国
際
連
合
条
約
三
条
お
よ
び
四
条
参
照
。
一
般
的
に
、
山
本
草
二
『
国
際
刑
事
法
』
三
四
七
頁
以
下
（
一
九
九
一
年
）
参
照
。

7no 

（
招
）
団
藤
前
掲
注
（
印
）
九
O
貰
参
照
。

6dBE 

（臼）

ω官
民
自
門
司
・
出
a
s
m
F
6
ω
C・
ω・5
9
当

ω－
nFN印
S
（5
3）
・

日

（
臼
）
野
村
前
掲
注
（
4
）
二
五
頁
以
下
、
二
八
頁
、
三
八
1
四
O
頁

。

十

円。

（出）

ωEH同町
内

4・国
a
g
R
B
ω
C・
ω・居。・
MMN－当
ω・
9
・N印宮（
H
S
3
・

2

F
内

υ

（回）

ω
E暦一円・＆
ω
d・
ω－
H
g－
N
S・
身
分
に
つ
い
て
の
個
別
的
な
裁
判
管
轄
ル
l
ル
が
フ
ェ
ア
ネ
ス
の
基
準
に
反
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
り

い
と
も
い
う
。

ω
B
E・民
Pω
。

・

法

（
町
）
木
棚
照
一
・
松
岡
博
・
渡
遺
憧
之
宙
際
私
法
概
論
［
第
3
版
補
訂
版
〕
』
二
五
四
1
二
五
六
頁
［
波
書
芝
］
（
二

O
O
一
年
）
参
照
。
駄

（
問
）
国
民
国
E
B
4・
官
官
民
向
。
。
ロ
見
え
の
色
町
。
J
g
p
g
A
S印
C・
ω－
g
p
H
S
ω
・
9
・
N
5
0
（邑
g
y
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
「
最
近
の
判



例
」
［

HSω
］
ア
メ
リ
カ
法
一
一
一
一
一
頁
［
原
強
］
参
照
。

（印）

4
5巨

5
2－
z。
与
の
向
。
－
E
ω

ロ
C
・
ω－
N告
白
ωω
－
P
N
S
（
HEN）－
m
B
t
a富
岡
青
（
ω開
8
5）。司（
U。
司
口
口

2
F君
臨
戸

（
HSH）
・
「
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
」
民
商
七
四
巻
一
号
一
六

O
頁
［
田
村
精
一
・
松
岡
博
］
（
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
印
）
む

ω
d・
ω・Mg－
N
S
ロ・

ω0・
Sω
－
AUFN印
g－
N印∞
N－ロ・
ω。（
E
3）・

（
剖
）
品
自
己
・

ω・
8由
L
E
ω
・
0
・
N
H
8・
NHN印・

（
位
）
野
村
前
掲
注
（
問
）
三
九
八
1
三
九
九
頁
参
照
。

（
回
）
最
判
昭
和
三
九
年
三
月
二
五
日
民
集
一
八
巻
三
号
四
八
六
頁
。

（
倒
）
た
と
え
ば
、
ア
イ
オ
ワ
州
最
高
裁
の
呂
志
扇
町
二

S
E
a－
F
E
n－函
g
o
F
富
田
品
切

B
E
S－－
mg』
却
言
宮
島
岡
v
a
R
p
a
s－
4
・

回

S
E吋
師
、
H
，

g
a
p
s司
自
可
旨
丘

Z
E
Eロ同
M

目見守色・

s
c
z・4
『
・
包
∞
品
。
（
呂
志
）
参
照
。

（
伍
）
後
者
の
手
続
き
に
お
い
て
、
遺
産
管
理
裁
判
所
（
検
認
裁
判
所
と
も
い
う
）
（
司
g
E
S
S
E）
が
遺
産
管
理
の
前
提
問
題
、
た
と
え

ば
相
続
財
産
に
あ
る
財
産
権
が
帰
属
す
る
か
に
つ
い
て
第
三
者
と
の
関
係
で
決
定
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
日
本
と
類
似
の
問
題
状
況
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
パ

l
モ
ン
ト
州
最
高
裁
の

E
B開
白

g
g
え
の
F旦
何
回
〉
・
虫

nz・
5白
43・A
可申一

S
？
P
N晶
君
事
（

H
S叶
）
参
照
。

（mw）
遺
産
分
割
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
お
よ
び
国
際
私
法
規
則
の
日
米
比
較
に
つ
い
て
は
、
野
村
美
明
「
外
国
に
あ
る
日
本
人
の
遺
産
の

処
理
｜
｜
外
国
の
銀
行
預
金
」
判
タ
二

O
O
O号
四
二
八
頁
以
下
（
二

O
O二
年
）
参
照
。

（
肝
）
木
棚
・
松
岡
・
渡
遁
前
掲
注
（
町
）
二
四
七
頁
［
渡
漣
健
之
］
参
照
。

（
伺
）
前
掲
注
（
日
）
本
文
参
照
。

（
印
）
最
判
平
成
九
年
一
一
月
一
一
日
民
集
五
一
巻
一

O
号
四
O
五
五
頁
（
管
轄
否
定
）
お
よ
び
最
判
平
成
一
三
年
六
月
八
日
（
著
作
権
確
認

等
事
件
）
（
特
段
の
事
情
あ
り
と
し
て
管
轄
を
否
定
し
た
原
審
判
決
を
、
特
段
の
事
情
な
し
と
し
て
、
破
棄
）
参
照
。

（
叩
）
最
判
平
成
八
年
六
月
二
四
日
民
集
五

O
巻
七
号
一
四
五
一
頁
参
照
。

（
百
）
も
っ
と
も
、
前
記
二
つ
の
財
産
法
関
係
事
件
に
お
い
て
は
、
民
訴
法
の
土
地
管
轄
規
定
が
定
め
る
裁
判
籍
が
日
本
と
の
関
連
を
示
す
と

い
う
「
逆
推
知
説
」
的
方
法
論
を
前
提
と
し
て
い
る
。

（
冗
）
藤
田
泰
弘
『
日
／
米
国
際
訴
訟
の
実
務
と
論
点
！
l
｜
訴
状
の
送
達
か
ら
判
決
の
執
行
ま
で
』
一
一
一
一
土
二
九
頁
（
一
九
九
八
年
）
は
日

本
に
お
い
て
も
二
重
機
能
説
を
と
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

（阪大法学） 52 (3・4-120)668〔2002.11〕



（
花
）
野
村
前
掲
注
（
6
）
阪
大
法
学
一
二
七
号
六
七
頁
以
下
、
一

O
O頁
以
下
参
照
。
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
黄
靭
震
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
法
理
の
国
際
的
な
ル
l
ル
化
！
｜
ア
メ
リ
カ
判
例
の
研
究
を
手
掛
か
り
に
｜
｜
」
阪
大
法
学
五
二
巻
一
号
一
四

九
頁
以
下
（
ニ

O
O二
年
）
参
照
。

（
九
）
野
村
美
明
「
法
人
そ
の
他
の
社
団
・
財
団
の
管
轄
権
」
高
桑
昭
・
道
垣
内
正
人
編
『
国
際
民
事
訴
訟
法
（
財
産
法
関
係
）
』
（
育
林
書
院
、

新
・
裁
判
実
務
体
系
）
五
九
頁
以
下
（
二

O
O二
年
）
参
照
。

（
布
）
日
本
の
最
高
裁
判
例
は
、
裁
判
籍
の
存
否
と
特
段
の
事
情
の
判
断
の
二
段
階
テ
ス
ト
の
う
ち
、
特
段
の
事
情
の
判
断
の
み
に
よ
っ
て
国

際
裁
判
管
轄
を
否
定
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
問
題
は
訴
訟
要
件
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
を
先
に
判
断
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
野
村
美
明
「
日
本
法
人
が
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
日
本
人
に
対
し
て
契
約
上
の
金
銭
債
務
の

履
行
を
求
め
る
訴
訟
に
つ
き
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
が
否
定
さ
れ
た
事
例
」
私
法
判
例
リ
マ
1
ク
ス
一
九
九
九
年
〈
上
〉
一
八
号
一
六
0
1

一
六
三
頁
参
照
。

（
河
）
松
井
茂
記
『
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
一
五
八

i
一
五
九
頁
（
一
九
九
三
年
）
は
、
圏
内
裁
判
所
の
管
轄
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
管
轄
権

に
は
手
続
的
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
限
界
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

日米裁判管轄法理の比較枠組み

（阪大法学） 52 (3・4-121)669〔2002.11〕


